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■「ジンジャーAPI」で実現できること■「ジンジャーAPI」で実現できること

「ジンジャーAPI」では、「ジンジャー」のデータベース上に登録されている情報をAPIを通じて取得で

きます。これにより、外部システムを利⽤する際に、定期的に「ジンジャー」のデータベースの情報を

取得・連携することで、外部システムの従業員情報と「ジンジャー」のデータベース上の情報を同期す

ることができます。

また「ジンジャーAPI」は、⼈事領域以外のさまざまな業務システムとも連携が可能です。今後も「ジン

ジャー」の⼈事データベースの利⽤範囲をさらに幅広く活⽤できるように、公開範囲を広げていきます

。

▶具体的な活⽤例▶具体的な活⽤例

・従業員情報のシステム連携が可能に・従業員情報のシステム連携が可能に

「ジンジャー⼈事労務」で管理されている従業員情報を外部システムにAPIで接続することで、ライフイ

ベントや配置転換に伴う従業員情報の更新対応の⼯数が削減できます。

・勤務データと給与計算の接続がラクに・勤務データと給与計算の接続がラクに

「ジンジャー勤怠」内にある勤務データを外部システムにAPI連携することで、勤務データの分析や給与

計算に利⽤することができます。

・「ジンジャー」を⼈事データベースとして活⽤できる・「ジンジャー」を⼈事データベースとして活⽤できる

「ジンジャー⼈事労務」内にある従業員情報と外部システムをAPIで接続することで、⼈事データを「ジ
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ンジャー」内に集約することが可能になり、データの複数管理に悩むことがなくなります。

■「ジンジャーAPI」公開の背景■「ジンジャーAPI」公開の背景

⼈事システムの利⽤拡⼤により、複数の⼈事システムを利⽤している企業も多く存在します。しかし、

複数の⼈事システムを利⽤することで、データ連携の煩雑さやコスト⾯などで課題を感じ（※1）、デー

タベースやシステムベンダーの統合を検討している企業も増えつつあります。

その中で、「ジンジャー」の強みである統合型の「Core HRデータベース」に興味を持った企業から、相

談をもらうことが多くなっています。しかし、現在利⽤しているシステムの契約期間が残っていたり、

データ統合に伴う⼯数の増加等の観点で、“直近で⼀⻫にシステムを刷新する”のではなく、“段階的

にシステムを切り替えていく”形での検討が多く⾒られます（※2）。

また、タレントマネジメントといった⼈事データの活⽤までを⾒据えると、早い段階から同⼀のデータ

ベースを設け、⻑いスパンでデータを蓄積していくことが重要だと考えています。このような背景から

、ジンジャー導⼊企業に向け「ジンジャーAPI」を公開し、⼈事データベースの統合に向け、スムーズに

移⾏できる体制強化を進めていくことになりました。

[ジンジャーが構想する、データ統合・蓄積に向けたStep]

■「ジンジャーAPI」公開に合わせて実施をした「⼈事システムの複数利⽤」に関する調査結果■「ジンジャーAPI」公開に合わせて実施をした「⼈事システムの複数利⽤」に関する調査結果

▶⼈事システムの複数利⽤で「他システムとのデータ連携に⼿間がかかる」「システムごとのデータメ

ンテナンスに時間がかかる」といった回答が多くを占める（※1）



▶同⼀ベンダー・同⼀データベース化に向けて、「システムを段階的に切り替えていく」という回答が

半数を占める（※2）

※調査内容の詳細はこちらから：  https://hcm-jinjer.com/blog/jinji/hukusu-riyou-system/

■「ジンジャーAPI」で取得できるデータ■「ジンジャーAPI」で取得できるデータ

2024年1⽉時点では、「ジンジャーAPI」を通して、従業員情報と従業員の勤務データ（⽇締め・⽉締め

）の取得が可能です。

※2024年1⽉時点で取得できるデータ⼀覧

▶従業員に紐づく各種情報の取得
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▶従業員情報の検索に必要な⼀部のマスタの取得

所属グループ 雇⽤区分マスタ 役職マスタ

事業所マスタ 社保事業所マスタ 労保事業所マスタ

取得できるAPIに関しては、順次アップデートしていく予定です。

2024年4⽉以降には、従業員情報の作成・更新・削除までできる体制を整える予定です。

※企業が「ジンジャーAPI」を利⽤し、上記データを取得する場合には⾃社で「ジンジャーAPI」の利⽤

に向けた設計・開発をおこなう必要があります。

「ジンジャーAPI」の利⽤⽅法の詳細については、下記を参照してください。

▶【開発者向け】「ジンジャーAPI」利⽤ガイド：https://doc.api.jinjer.biz/index.html

■jinjer CPO （最⾼プロダクト責任者）松葉からのコメント■jinjer CPO （最⾼プロダクト責任者）松葉からのコメント

⼈事システムの領域では、さまざまなベンダーが存在しています。コロナが広がり始めた当初、企業は

リモート勤務への迅速な対応とペーパーレス化の必要性に対処するため、異なるベンダーから複数のシ

ステムを導⼊する傾向が⾒られました。

しかし、今回の調査結果によると、多くの企業が複数のシステムを連携させる⼯数を問題視しています

。⼈事データは全⼈事業務で共通して活⽤されるため、業務ごとにシステムを分けて管理することは⾮

効率で困難です。

「ジンジャー」では、このような問題に対処するために、複数のシステムにまたがる⼈事データを⼀元

管理できる「Core HRデータベース」の理念に基づいたシステムを提供しています。複数のシステムで⼈

事データを更新するのではなく、シームレスに⼈事データを連携をして、業務を簡素化し、使いやすく

することを⽬指しています。今後もこの分野での取り組みを⼀層強化していく予定です。

■クラウド型⼈事労務システム「ジンジャー」■クラウド型⼈事労務システム「ジンジャー」

https://doc.api.jinjer.biz/index.html


「ジンジャー」は⼈事労務・勤怠管理・給与計算・ワークフロー・経費精算など、⼈事労務の効率化を

⽀援するクラウドシステムです。いつもの⼈事業務を「⼀元化されたCore HRデータベース」で効率化・

⾃動化し、各システムにおける情報登録や変更の⼿間を削減します。

▶「ジンジャー」サービスサイト：https://hcm-jinjer.com
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